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特定非営利活動法人 

日本プロフェッショナルエンジニア協会(JSPE) 

第 23 回通常総会 

 

2023 年 6 月 3 日 

 

 

<議案> 

第 1 号議案：2022 年度活動報告、及び決算報告の件 

第 2 号議案：新役員選任の件 

第 3 号議案：2023 年度活動計画案、及び予算案の件 

 

  



1 

第 1 号議案：2022 年度活動報告 (自 2022 年 4 月 1 日、至 2023 年 3 月 31 日) 

 

本年度は 4 年目となった COVID-19 の影響が薄れ始め、社会活動が徐々に正常化すると同時

に、オンラインの利便性と対面の利点を使い分けることを求められる中、活動方針として掲げたスロー

ガン「国内 PE のためのベースキャンプ構築」を基に、以下の年間目標に沿って活動を推進しました。 

 

① CPD セミナーに関する会員満足度の充足と拡大 

⚫ JSPE day に加え、技術 CPD セミナーを 3 回、鬼金 CPD セミナーを 4 回、英語セミナーを

3 回、エンジニアズサロンを 2 回実施することで、エンジニアとしての継続教育をサポートしまし

た。延べ参加者数は 372 名と多くの方に参加いただき、合計 811 hrs の CPD を発行しま

した。 

⚫ ニーズの高かった英語セミナーを定期開催できるよう講師と検討を重ね、負担と継続性のバ

ランスを調整し年 3 回のペースで実施できるようになりました。 

⚫ 各種セミナーの費用面についても、ニーズが高いオンライン形式を中心に進めることでほとんど

の CPD セミナーを会員向けに無償で提供できました。 

⚫ 昨年までコロナ禍で開催できなかった技術施設見学会をオンサイトにて実施しました。 

⚫ 会員サービスの一層の充実を目的にオンデマンドセミナーについて検討を進め、CPD 発行機

能に制限があるものの 2022 年度に開催した全 12 セミナーを視聴できるトライアルを開始し

ました。ツールの環境依存性により現行のホームページの刷新が必要となることも分かったた

め、2022 年度末に定めた仕様を基に、2023 年度の正式版公開へ向けて外注先と準備

を進めています。 

 

② 世代間交流の促進と会員ネットワークの拡大 

⚫ NSPE との連携については、役員が互いの年次総会に参加できずビデオレターを交換する状況

が続いていましたが、フィラデルフィアで対面開催された NSPECON においてこれまでの協力に感

謝すると共に、今後も関係を維持・向上していくことを確認しました。 

⚫ G20 主催国であるインドネシアからサイドイベントとして初めての試みである E20 (Engineer 

20)への招待を受け、将来の社会を支える Leader Engineer を生み出すためには何が必要

になるかについて議論しました。 

⚫ PE 受験登録相談会を年 2 回開催し、試験担当である JPEC から直接説明いただくことで、

会員が最新の試験情報を入手しやすい状況を整えました。 

⚫ 2021 年度より開始した有志会員による勉強会は、3 テーマ（イノベーションマネージメント、エ

ネルギー新領域と省エネ、カーボンニュートラルに向けた先進企業の取り組み）に拡張し開催し

ました。さらにその成果報告会をエンジニアサロンの形で会員へフィードバックすることで、会員交

流と継続学習を兼ねた活動を行いました。 
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③ 会内情報の対外発信の強化 

⚫ JSPE の活動が会員外の一般の方の目にとまるよう、2022 年度はほぼ全てのイベントについて

SNS による広告を発信し、2021 年度の 6 倍となる約 430,000 人の視聴者を得ました。

SNS の媒体も昨年までの Facebook に加え、Instagram と Twitter を追加することで、情

報を多角的に発信しています。 

⚫ SNS 広告については、JSPE の認知度をさらに向上するため、これまでのイベントに関係した単

発だけでなく、PE の価値や役割、JSPE による PE を目指す会員へのサポート体制などを発信

する通年での広告を開始しました。 

 

JSPE 活動への参加者と発行 CPD は、セミナー講師の確保に苦慮し予定した回数を実施できず

合計 811 hr（2022 年比 -300 hr）と減少しました。一方で、海外ネイティブ講師による英語学

習セミナーが定期開催できる体制ができ、ライブ以外のオンデマンドによる録画セミナーも開始し、会

員主体の勉強会も軌道に乗り、と会員へ多様な継続学習機会を提供する下地はできつつあります。 

会員数は 313 名から 305 名へと減少に歯止めがかかっていません。現役エンジニアの定年に伴う

退会だけでなく、PEN や FE 会員が PE を目指すことを諦めて退会するのも散見されています。会員

数の維持・増加は会の持続性と会員の多様性に必要なことから、次年度は会員価値を一層増大

する活動を進めることで、退会を防止し、会員増加となるよう働きかけていきます。 

また、会の運営を担う理事の負担が大きい点も、会の継続性へのリスクといえます。今後も、運営

の効率化や外部委託可能な範囲を広げると共に、従来のような活動の主体を理事とする体制から、

勉強会のように会員主導の活動比率を増やすことで会の継続性と発展性を担保していきます。 

 

【用語】 

NSPE : National Society of Professional Engineers 全米プロフェッショナルエンジニア協会 

PE : Professional Engineer 米国の専門職技術者ライセンス 
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第 1 号議案  2022 年度活動報告 (実施行事一覧表および会員数推移) 

年月日 行事名 実施場所 時間 参加者 供給 PDH 

CPD セミナー 

Apr 16, 22 

第 343 回技術 CPD セミナー: 自治体向け

インフラマネジメント支援とデータサイエンスを援

用した診断技術 

Web: 

Zoom 
1.5 31 46.5 

Jun 11, 22 
第22回年次総会 

第2部 特別CPDセミナー 

東京：東京

グランドホテル 
3.5 61 91.5 

Aug 21, 22 

FY2022 第 1 回英語セミナー (第 344 回

CPD セミナー) Famous Canadian 

engineering projects 

Web: 

Zoom 
3 41 123 

Sep 24, 22 

第 345 回鬼金 CPD セミナー：初学者のた

めのプロジェクトマネジメント～プロジェクトマネジ

メントの知識をアップデート～ 

Web: 

Zoom 
2 14 28 

Oct 15, 22 
JSPE Day 2022: COVID-19 とエンジニア

リング 

Web: 

Zoom 
2 36 72 

Dec 11, 21 

FY2022 第 2 回英語セミナー (第 347 回

CPD セミナー) Famous Canadian 

engineers and companies 

Web: 

Zoom 
3 22 66 

Dec 24, 22 
第 348 回技術 CPD セミナー: 脱炭素社会

＝電化社会に向けて電力システムを再考する 

Web: 

Zoom 
2 45 90 

Jan 28, 23 

第 349 回鬼金 CPD セミナー: デジタル化の

先にある DX へ向けて～国内外におけるレガシ

ーシステムからの脱却例～ 

Web: 

Zoom 
3 27 81 

Feb 11, 23 
第 350 回鬼金 CPD セミナー: PMBOK®ガ

イド第 7 版におけるリスク管理概要 

Web: 

Zoom 
3 20 60 

Mar 12, 23 

FY2022 第 3 回英語セミナー(第 351 回

CPD セミナー) Brushing up your 

application skills for an engineering 

job in Canada 

Web: 

Zoom 
3 16 48 

Mar 18, 23 
第 352 回鬼金 CPD セミナー: 地域貢献活

動プロジェクトのマネジメント 

Web: 

Zoom 
3 11 33 

エンジニアズサロン、施設見学会 

Sep 14, 22 

FY2022 第 1 回エンジニアズサロン: エネル

ギー問題と地政学：Daniel Yergin 著作,”

The New Map – Energy, Climate and 

the Clash of Nations”から 

Web: 

Zoom 
1.5 27 40.5 

Mar 1, 23 

FY2022 第 2 回エンジニアズサロン: サステナ

ブル・ファイナンスを支える非財務情報開示とは

何か？ ～TCFD の概要とそれに対する企業

対応の現状について～ 

Web: 

Zoom 
1.5 15 22.5 
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Mar 15, 23 FY2022 工事現場見学会 

東京：環状

七号線地下

広域調節池

(石神井川

区間)工事

現場 

1.5 6 9 

勉強会 

Sep. 15, 22 

Oct 13, 22 

Nov 16, 22 

Dec 15, 21 

Jan 19, 23 

カーボンニュートラルに向けた先進企業の取り

組み-1st ~ 5th  

Web: 

Zoom 
5 1 - 

Sep. 17, 22 

Oct 15, 22 

Nov 19, 22 

Dec 17, 21 

Feb 18, 23 

Mar 18, 23 

エネルギー新領域-1st~ 6th 
Web: 

Zoom 
6 7 - 

Sep. 17, 22 

Oct 22, 22 

Nov 19, 22 

Jan 19, 23 

Feb 18, 23 

Mar 25, 23 

イノベーション・マネジメント-1st ~ 6th 
Web: 

Zoom 
6 7 - 

    合 計 51.5 372 811 

 

 

 

年月日 行事名 場所 参加者 

会員交流等 

Apr 15, 22 
三重大学大学院 機械工学特別演習  

“米国 PE 資格取得の意義” 
三重大学 59  

Jun 11, 22 第22回年次総会 

東京：東京グランド 

ホテル 

Web: Zoom 

61 

Jul 15, 22 
三重大学大学院 

機械工学特別演習 “Engineering Economics-1” 
三重：三重大学 60 

Jul 22, 22 
三重大学大学院 

機械工学特別演習 “Engineering Economics-2” 
三重：三重大学 60 

Oct 29, 22 PE/FE 受験・登録相談会 Web: Zoom 12 

Mar 25, 23 PE/FE 受験・登録相談会 
東京：北とぴあ 

Web: Zoom 
21 
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情報配信 

Apr 1, 22 JSPE マガジン春号 配信 - - 

Jun 1, 22 2021 年度 JSPE 事業報告書発行 - - 

Jul 1, 22 JSPE マガジン夏号 配信 - - 

Oct 1, 22 JSPE マガジン秋号 配信 - - 

Jan 1, 23 JSPE マガジン冬号 配信（会員限定） -  

理事会 

May 14, 22 5 月度理事会 
東京：Mixer 

Web: Zoom 
12  

Jul 16, 22 7 月度理事会 
東京: Mixer 

Web: Zoom 

12 

directors 

Sep 10, 22 9 月度理事会 
東京: Mixer 

Web: Zoom 
9 

Nov 12, 22 11 月度理事会 
東京: Mixer 

Web: Zoom 
10 

Jan 14, 23 1 月度理事会 
東京: Mixer 

Web: Zoom 
12 

Mar 11, 23 3 月度理事会 Web: Zoom 11 

 

 

2022 年度 会員数推移 

 2022 年度中推移※  

会員種別 2022 年 

3 月 31 日現在 

入会者 種別 

変更者 

退会者 2023 年 

3 月 31 日現在 

正会員 PE 180 3 +12/-0 8 187 

準会員 PES 1 0 0 0 1 

PEN 59 10 +2/-12 6 53 

FE 46 1 +2/-2 6 41 

AF 18 1 +1/-2 1 17 

ST 9 1 +0/-1 3 6 

合 計 313 16 +17/-17 24 305 

※種別変更：会員が FE から PEN に、あるいは FE、PEN から PE のように昇格した場合を指す。 
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第 1 号議案  2022 年度決算報告 （活動計算書、貸借対照表、監査報告 等）   

 

 

書式第１３号（法第２８条関係）

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益

１　受取会費 3,411,750
正会員受取会費 2,208,000

準会員受取会費 1,157,250
入会金 46,500

２　受取寄附金 1,737,811
ボランティア受入評価益 1,737,811

３　受取助成金等 0
受取補助金 0

４　事業収益 274,500

研修教育事業収益 126,500
調査研究事業収益 148,000
機関誌発行事業収益 0

５　その他の収益 9,082

受取利息 82
雑収益 9,000

経　常　収　益　計 5,433,143
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 990,379

ボランティア評価費用 990,379

（２）その他経費 2,029,053

会議費 20,360
諸謝金 430,271
旅費交通費 720,100

印刷製本費 451,146
消耗品費 18,702

諸会費 112,350
通信運搬費 244,953
団体交流費 31,171

事業費計 3,019,432

２　管理費
（１）人件費 747,432

ボランティア評価費用 747,432

（２）その他経費 1,899,162

印刷製本費 10,064
業務委託費 297,000
会議費 259,639

旅費交通費 169,008
通信運搬費 814,200

消耗品費 15,016
賃借料 89,100
保険料 7,000

支払手数料 34,135
貸倒損失 204,000

管理費計 2,646,594
経　常　費　用　計 5,666,026

当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① -232,883

【Ｃ】　経　常　外　収　益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

経　常　外　費　用　計 0

当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0

税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ -232,883
法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0

前期繰越正味財産額　・・・⑤ 9,950,933
次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 9,718,050

   2022年度　活動計算書
特定非営利活動法人日本プロフェッショナルエンジニア協会

事 業 報 告 用
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※1：ゆうちょ銀行普通貯金口座は用途がなかったため解約し、同振替貯金口座に振り込んだ。 

※2：PAYPAL 口座の預金は、2022 年 3 月 31 日時点で、三菱 UFJ 銀行に振り込んだ。 

  

書式第１７号（法第２８条関係）

2022年度　財産目録

         （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金
三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門支店普通預金 8,782,682
ゆうちょ銀行振替貯金 1,370,876
PAYPAL口座 72,680 10,226,238

未収金
会費未収金 264,000 264,000

流動資産合計　・・・① 10,490,238
２　固定資産

（１）有形固定資産
0 0

（２）無形固定資産
0 0

（３）投資その他の資産
0 0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 10,490,238

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

未払金
理事会員諸経費未清算金 724,392 724,392

預り金
源泉徴収税 17,796 17,796

前受金
会費前受金 30,000 30,000 772,188

流動負債合計　・・・③ 772,188
２　固定負債

0 0 0
固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 772,188

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 9,718,050

特定非営利活動法人日本プロフェッショナルエンジニア協会

事 業 報 告 用
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書式第１５号（法第２８条関係）

   2022年度　貸借対照表

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 10,226,238
未収金 264,000

流動資産合計　・・・① 10,490,238
２　固定資産

（１）有形固定資産
0

（２）無形固定資産
0

（３）投資その他の資産
0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 10,490,238

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

未払金 724,392
前受金 30,000
預り金 17,796

流動負債合計　・・・③ 772,188
２　固定負債

0
固定負債合計　・・・④ 0

負　債　合　計　③＋④ 772,188
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 9,950,933
当期正味財産増減額 -232,883

正　味　財　産　合　計 9,718,050

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 10,490,238

特定非営利活動法人日本プロフェッショナルエンジニア協会

事 業 報 告 用
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書式第１６号（法第２８条関係）

１． 重要な会計方針

　　 　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（NPO法人会計基準協議会）によっています。

(1)ボランティアによる役務の提供の会計処理

ボランティアによる役務の提供は、活動計算書に計上しています。

また、計上額の算定方法は「３．活動の原価の算定にあたって必要なボランティア

による役務の提供の内訳」に記載しています。

２． 事業費の内訳

（単位：円）

研修教育事業 調査研究事業機関誌発行事業 合計

会議費 20,360 20,360

諸謝金 373,581 56,690 430,271

旅費交通費 32,736 687,364 720,100

印刷製本費 16,964 2,212 431,970 451,146

消耗品費 18,702 18,702

諸会費 112,350 112,350

通信運搬費 175,032 13,163 56,758 244,953

団体交流費 31,171 31,171

その他経費計 637,375 902,950 488,728 2,029,053

３． 活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

理事及び監事
延べ1650.1時間

1,648,213円
東京都の最低賃金と役務提供時間により算
出しています。2022年4月～9月1041円/時
間 2022年10月～2023年3月1072円/時間

2022年度　　計算書類の注記

特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ協会

科目

その他経費

内訳 金額 算定方法
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2022 年度予実比較-1/2（単位：円） 

 
 

  

2021年度

実績

2022年度

予算

2022年度

実績
注記

I.通常収益

1.受取会費

入会金 45,000 60,000 46,500

正会員受取会費 2,052,000 2,196,000 2,208,000

準会員受取会費 1,099,500 1,164,000 1,157,250

2.受取寄付金

ボランティア受入評価益 1,648,213 1,500,000 1,737,811 1)

3.事業収益

研修教育事業収益 227,000 667,500 126,500

調査研究事業収益 425,500 260,000 148,000

4.その他収益

受取利息 90 0 82

経常収益計 5,497,303 5,847,500 5,433,143

科目
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2022 年度予実比較-2/2（単位：円） 

 

  

II.経常費用

1.事業費

(1)人件費

ボランティア評価費用 1,648,213 1,500,000 1,737,811

人件費計 1,648,213 1,500,000 1,737,811

(2)その他経費

会議費 199,098 368,700 20,360 2)

諸謝金 501,021 741,306 430,271 3)

諸会費 147,264 432,000 112,350

旅費交通費 60,298 173,000 720,100 4)

通信運搬費 381,434 829,000 244,953 5)

印刷製本費 836,657 481,000 451,146 6)

消耗品費 13,600 55,000 18,702

業務委託費 145,590 0 0

支払手数料 0 0 0

団体交流費 0 0 31,171

ボランティア評価費用 - - 990,379

その他経費計 2,284,962 3,080,006 2,029,053

事業費計 3,933,175 4,580,006 3,019,432

2.管理費

(1)その他経費

印刷製本費 124,327 36,000 10,064

業務委託費 297,000 470,000 297,000 7)

会議費 76,600 252,600 259,639

旅費交通費 62,526 140,000 169,008

通信運搬費 404,383 1,132,100 814,200 8)

消耗品費 20,534 45,000 15,016

賃借料 138,844 120,000 89,100

保険料 7,000 10,000 7,000

支払手数料 32,124 40,000 34,135

貸倒損失 309,000 200,000 204,000 9)

雑費 1,500 40,000 0

ボランティア評価費用 - - 747,432

その他経費計 1,473,838 2,485,700 1,899,162

管理費計 1,473,838 2,485,700 2,646,594

経常費用計 5,407,013 7,065,706 5,666,026

当期正味財産増減額 318,290 -1,218,206 -232,883

※ボランティア評

価費用として計上
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I.資産の部

1.流動資産

現金預金 8,312,886 9,508,936 10,222,360 10,226,238

未収金 135,000 288,000 150,000 264,000

貯蔵品 0 0 0 0

前払費用 0 0 0 0

流動資産合計 8,447,886 9,796,936 10,372,360 10,490,238

2.固定資産

基盤整備積立金 0 0 0 0

図書、電話など 0 0 0 0

固定資産合計 0 0 0 0

資産合計（A) 8,447,886 9,796,936 10,372,360 10,490,238

II.負債の部

1.流動負債

前受金 19,000 3,000 9,000 30,000

未払金 364,851 142,413 402,147 724,392

預り金 38,804 9,880 10,280 17,796

流動負債合計 422,655 155,293 421,427 772,188

負債合計（B) 422,655 155,293 421,427 772,188

III.正味財産の部

前期繰越正味財産 7,989,754 8,025,245 9,641,643 9,950,933

当期正味財産増減額 35,477 1,616,398 309,290 -232,883

正味財産合計 8,025,231 9,641,643 9,950,933 9,718,050

=(A)+(B)

役員ボランティア時間(hr） 2,020.5 1,930.0 1,606.3 1,650.1

科目 2020/3/31 2021/3/31 2022/3/31 2023/3/31
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第 2 号議案：役員選任の件 

定款第 14 条に従い、下記役員選任の承認をお願いします。 

 

役職 氏名 会員番号 

理事（再任） 西久保 東功 Tokoh Nishikubo PE-0253 

理事（再任） 稲葉 光亮 Kosuke Inaba PE-0244 

理事（再任） 浅田 剛 Takeshi Asada PE-0289 

理事（再任） 竹政 一夫 Kazuo Takemasa PE-0002 

理事（再任） 佐藤 寿和 Hisakazu Sato PE-0193 

理事（新任） 古谷 茂也     Shigeya Furutani PE-0165 

理事（新任） 柳 英実     Hidemi Yanagi PE-0083 

理事（新任） 村田 孝一    Koichi Murata PE-0301 

監事（再任） 土屋 雅彦 Masahiko Tsuchiya PE-0025 

監事（新任） 泉山 浩郎     Hiroo Izumiyama PE-0129 

 

（参考資料）FY2023 役員構成案 

部会 担当役員 

事務局 
西久保 東功（会長・事務局長） 

稲葉 光亮（副会長）、浅田 剛（副会長）、各部会長 

企画部会 
西久保 東功（部会長）、竹政 一夫（副部会長）、佐藤 寿和、古谷 茂也、

柳 英実 

広報部会 西久保 東功（部会長）、佐藤 寿和（副部会長）、柳 英実 

渉外部会 西久保 東功（部会長）、竹政 一夫（副部会長）、古谷 茂也 

教育部会 
稲葉 光亮（部会長）、古谷 茂也（副部会長） 

西久保 東功、浅田 剛、村田 孝一 

会員部会 浅田 剛（部会長）、佐藤 寿和（副部会長）、柳 英実（副部会長） 

会計部会 稲葉 光亮（部会長）、西久保 東功（副部会長）、浅田 剛 

監  事 土屋 雅彦、泉山 浩郎 
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第 3 号議案：2023 年度活動計画案（自 2023 年 4 月 1 日、至 2024 年 3 月 31 日） 

 

将来を見据えた会員価値の極大化 

Gain our society values toward future generations! 

 

  日本プロフェッショナルエンジニア協会 (JSPE) は米国 Professional Engineer (PE) ライセン

スを有する多様なエンジニアが集う職能団体である。会員は、PEとして公共の衛生・安全・福利へ貢

献するため、高度な倫理性と専門職としての行動基準に従った役務を遂行すると同時に、エンジニア

リングの進歩に追従すべく継続的な自己研鑽をしている。 

2021 年度に策定した VISION2030【世代や分野、人種の多様性を活かして、技術分野のみ

ならずエンジニア個人の研鑽を会員相互に助け合う仕組みをつくる】へ向けて 2022 年度は【国内

PE のためのベースキャンプ構築】をスローガンに掲げ、国内のエンジニアとしての役割を果たす際に必

要なサポートを持続的に得られる体制の構築を進めてきたことで、セミナー受講に対する時間の制約

を解消し、テーマ自体の多様性も増加しつつある。しかし、JSPE からの情報発信はセミナーに限定し

たものが大部分であることに加え、PE ライセンス取得に必要な経済的な負担を超えるメリットが見え

にくいこともあり、PE に対する国内認知度は高くない。加えて、理事主体での運営では将来の活動

継続性に課題が残る。そこで本年度は、【将来を見据えた会員価値の極大化】をスローガンに掲げ、

会員主体の活動増加、PE ライセンス自体の情報発信、PE の団体である JSPE の会員であることの

価値を高める活動に焦点をあてて進めていきたい。 

 

●会員主体の活動増加 

JSPE の活動の多くは理事が企画・運営→会員が参加という形が主体である。この方法は、会の

活動を一定水準まで引き上げる立ち上げの際には効果的であるが、担当理事の負担がボトルネック

となり会の活動に上限が生まれだけでなく、理事のリソース増減により会の活動が左右されるというリス

クを含んでいる。2021 年度に理事リード・会員主体で開始した勉強会は、2022 年度には 1→3 テ

ーマに活動を拡大することができ、従来の理事主体のセミナーとは異なる価値を会員に提供できる機

会となっている。2023 年度は、変化し続ける会員ニーズを定期的に把握できる体制を構築すると共

に、ニーズの高い分野に会員が主体的に参加できる活動を、勉強会だけでなく、マガジン、講演、外

部イベントへの情報収集など増やしていきたい。また、年会費に対するサブスクリプションの導入やイベ

ント単位でのサポート会員など内外リソースの活用により理事の負担を軽減することで会の継続性を

底上げしていく。過去 3 年間はコロナ禍を理由にネットワーキングが不足していたため、従来有償であ

った一部イベントの無償招待することで新規入会者やアクティブ会員への働きかけも強化する。 

 

●PE ライセンス自体に対する発信強化 

従来、JSPE から社会への情報発信はイベント情報を中心としたスポット発信であった。これはイベ



16 

ントに興味をもつ人に対しては効果的である一方で、PE やエンジニア自体に興味を持つことや、PE ラ

イセンスの価値を社会に周知してもらうには十分と言えない。情報発信も主要 SNS （Facebook/ 

Instagram/Twitter）に同じ内容を流しているだけであり、非会員や一般の方々が JSPE の活動

を目にする機会が増えてきているものの媒体ごとの特徴を活用しきれていない。引き続き、広告媒体

の追加含めた効果的な発信方法を模索すると共に、PE 資格や制度、PE の重要性と社会での役

割、NSPE や NCEES の活動紹介、書籍の執筆、一部マガジン記事の一般公開など、これまで対

外発信の乏しかった分野や内容についても定期的かつ多角的に広げることで PE ライセンス自体に対

する社会の認知度を向上していく。 

 

●JSPE の会員価値の向上 

 日本国内では、PE ライセンスは社会的な価値を持つものの、経済的なメリットが見えづらいことに加

え、ライセンス取得に要する費用が技術士等の他の国内資格よりはるかに高額であるため、心理的・

経済的な取得ハードルが高い。米国では PE ライセンスが職能資格であることから収入に直結するた

め費用以上のメリットが明確となる場合が多いが、日本では自己研鑽の面が強く収入に結びつくとは

思えないことが多い。そこで PE ライセンス保持者の流動性を高める機会を設けることで、転職などを

通じてキャリアアップを目指すと共にライセンスの経済性を高める等、JSPE が支援できる活動を検討

する。併せて、NSPE/PII/PMI/JPEC/技術士会など、関係協力団体との交流についても、会員が

参加できる機会を設けることで、不足しがちであった会員交流の充足と、対外交流の機会も提供す

ると共に、会としての活動を活性化していく。加えて、2022 年度にトライアルとして開始したオンデマン

ドセミナーを正式化すると共に、過去のセミナーも受講できるようするだけでなく、受講費のディスカウン

トも導入することで会員価値の向上を目指す。 
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第 3 号議案：2022 年度活動予算案（自 2022 年 4 月 1 日、至 2023 年 3 月 31 日） 
 

（単位：円） 2022年度予算 2022年度決算 2023年度予算 

Ⅰ 経常収益    

 １ 受取会費    

  入会金 60,000 46,500 60,000 

  正会員受取会費 2,196,000 2,208,000 2,244,000 

  準会員受取会費 1,164,000 1,157,250 1,047,000 

 ２ 受取寄附金    

  総会祝金    

  ボランティア受入評価益 1,500,000 1,737,811 1,500,000 

 ３ 事業収益    

  研修教育事業収益 667,500 126,500 292,500 

  調査研究事業収益 260,000 148,000 214,000 

  機関誌発行事業収益 0 0 0 

 ４ その他収益    

  受取利息 0 82 0 

   経常収益計 5,847,500 5,433,143 5,357,500 

Ⅱ 経常費用    

 １ 事業費    

  (1)人件費    

   ボランティア評価費用 1,500,000 1,737,811 1,500,000 

  (2)その他経費    

   会議費 368,700 20,360 644,600 

   諸謝金 741,306 430,271 976,277 

   諸会費 432,000 112,350 539,000 

   旅費交通費 173,000 720,100 1,223,000 

   通信運搬費 829,000 244,953 1,003,687 

   印刷製本費 481,000 451,146 401,000 

   消耗品費 55,000 18,702 5,000 

   業務委託費 0 0 0 

   支払手数料 0 0 0 

   団体交流費 0 31,171 0 

  事業費計 4,580,006 3,019,432 4,792,564 

 ２ 管理費    

  (1)その他経費    

   印刷製本費 36,000 10,064 36,000 

   業務委託費 470,000 297,000 470,000 

   会議費 252,600 259,639 401,800 

   旅費交通費 140,000 169,008 474,000 

   通信運搬費 1,132,100 814,200 887,100 

   消耗品費 45,000 15,016 35,000 

   賃借料 120,000 89,100 120,000 

   保険料 10,000 7,000 10,000 

   支払手数料 40,000 34,135 35,000 

   貸倒損失 200,000 204,000 300,000 

   雑費 40,000 0 40,000 

   ボランティア評価費用 - 747,432 - 

  管理費計 2,485,700 2,645,594 2,808,900 

 経常費用計 7,065,706 5,666,026 9,101,464 

  当期正味財産増減額 -1,218,206 -232,883 -3,743,964 
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第 3 号議案：2023 年度活動計画案 
 

2023 年        2024 年 

4 月 ・JSPE マガジン春号配信 

・技術施設見学会 

・臨時理事会 

1 月 ・JSPE マガジン冬号配信 

・1 月度理事会 

・鬼金セミナー (4) 

5 月 ・5 月度理事会 

・エンジニアサロン (1) 

・鬼金セミナー (1) 

2 月 ・技術 CPD セミナー (2) 

・鬼金セミナー (5) 

6 月 ・年次総会 

・NSPE 総会 

3 月 ・3 月度理事会 

・鬼金セミナー (6) 

・英語セミナー (3) 

・PE/FE 受験登録相談会 (2) 

7 月 ・JSPE マガジン夏号配信 

・7 月度理事会 

・エンジニアサロン (2) 

・英語セミナー (1) 

8 月 ・エンジニアサロン (3) 

・NSPECON23 

9 月 ・9 月度理事会 

・E20 Summit 

・エンジニアサロン (4) 

・鬼金セミナー (2) (3) 

10 月 ・JSPE マガジン秋号配信 

・PE/FE 受験登録相談会 (1) 

・技術 CPD セミナー (1) 

11 月 ・11 月度理事会 

・鬼金セミナー (3) 

・英語セミナー (2) 

・JSPE Day (Day 1 & 2) 

12 月 ・エンジニアサロン (5) 

・鬼金セミナー (3) 

・Year End Party 

 


